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Catalase（カタラーゼ）は、過酸化水素（H₂O₂）を水（H₂O）と酸素（O₂）へ分解する
酸化還元酵素です。食品加工、発酵、繊維漂白後処理、排水処理では、殺菌・漂白・酸
化処理後に残った過酸化水素を低減する目的で利用されます。Enzymes.bioのCatalase
は、1 kg単位でオンライン直接購入できる酵素製品で、CoAおよびSDSは注文時に併せ
て提供されます。

Catalaseの定義：過酸化水素を「処理後に残さない」ための酵素

Catalase definitionを一文で述べるなら、「過酸化水素を2分子ずつ反応させ、水と酸素へ変換する
酵素」です。反応式は、2H₂O₂ → 2H₂O + O₂ で表されます。過酸化水素は食品・包装材の殺菌、繊
維の漂白、酸化反応、環境処理などで有用ですが、処理後に残ると、風味劣化、発酵阻害、染色不
良、微生物検出の阻害、排水処理への負荷といった別の問題を生みます。カタラーゼは、過酸化水
素の酸化力を使い終えた後に、その残留反応性を酵素的に下げるための実用的な生体触媒です。[1]

生体内では、カタラーゼは活性酸素種（ROS）に対する防御系の一部として位置づけられます。植
物、動物、微生物では代謝過程で過酸化水素が生じ、過剰なH₂O₂はタンパク質、脂質、核酸に酸化
的損傷を与えます。抗酸化代謝を扱うレビューでは、カタラーゼは過酸化水素を水と酸素へ分解す
る主要な酵素的抗酸化因子として説明され、スーパーオキシドジスムターゼやペルオキシダーゼな
どとともに酸化ストレス応答を構成します。[1]

B2B用途で重要なのは、カタラーゼを「栄養成分」や「健康成分」としてではなく、工程中の残留
過酸化水素を制御する酵素として理解することです。検索ではcatalase foods、catalase in food、
catalase sigma、catalase in vitroなどの語が混在しますが、食品中に内在する酵素、研究用試薬、
工業用プロセス酵素では目的が異なります。本稿では、食品・飲料、発酵、繊維、排水などの工程
で過酸化水素を分解する実務用途に焦点を当てます。
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作用機序：ヘム中心でH₂O₂を受け取り、水と酸素へ変換する

多くのカタラーゼはheme catalase、すなわちヘムを含む酸化還元酵素として機能します。
Catalase cofactorとしてのヘム鉄は、過酸化水素から酸化当量を受け取り、活性中心の酸化状態を
一時的に変化させます。その後、別の過酸化水素分子が還元基質として働き、酸化された酵素中間
体を元に戻しながら、水と酸素を生成します。デュラムコムギのカタラーゼ遺伝子ファミリー解析
でも、植物カタラーゼは非生物ストレス条件下でH₂O₂代謝に関わる重要な酵素群として扱われてい
ます。[2]

この反応の特徴は、過酸化水素を別の強い還元剤で「消す」のではなく、H₂O₂そのものを酸化剤と
還元剤の両方として使う点です。反応後の主生成物は水と酸素であり、硫黄系還元剤や塩類を追加
して残す処理とは工程設計上の意味が異なります。特に食品・飲料や繊維の後処理では、反応後に
残る副成分を少なくしたい場面が多いため、カタラーゼ反応の単純な生成物は実用上の利点になり
ます。

Figure 1. 카탈라아제는 재생되는 효소 중간체를 거쳐 과산화수소 두 분자를

물 두 분자와 산소 한 분자로 분해한다.

Catalase peroxidaseやcatalase-peroxidaseという語も関連検索で見られますが、これはカタラー
ゼ活性とペルオキシダーゼ活性を併せ持つ酵素群を指す文脈で使われることがあります。一般的な
カタラーゼはH₂O₂をH₂OとO₂へ不均化する反応が中心である一方、ペルオキシダーゼはH₂O₂を使っ
て別の電子供与体を酸化します。工業的な残留H₂O₂除去で求められるのは、対象物中に残った過酸
化水素をできるだけ後工程に影響しにくい形へ変換することであり、その目的ではカタラーゼ反応
が直接的です。[1]
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Catalaseはどこに存在するか：植物、微生物、動物に広く分布する抗酸化
酵素

「where is catalase found in plants」という検索が多いのは、ジャガイモ、ホウレンソウ、小麦な
どを使った教育実験や植物ストレス研究でカタラーゼがよく扱われるためです。植物では、光合
成、呼吸、光呼吸、塩ストレス、乾燥、重金属ストレスなどによりH₂O₂が発生し、カタラーゼを含
む抗酸化酵素群がその濃度を制御します。植物の逆境応答を扱うレビューでは、ROS生成と抗酸化
代謝のバランスがストレス耐性の中心的な要素として整理されています。[1]

デュラムコムギでは、CAT遺伝子ファミリーのゲノムワイド解析と発現プロファイルが報告され、
複数の非生物ストレス条件に対してカタラーゼ遺伝子の応答が変化することが示されています。こ
れは、植物カタラーゼが単なる「存在する酵素」ではなく、塩、乾燥、温度などの環境変動に対す
るH₂O₂制御システムの一部であることを示します。ジャガイモを用いた「optimum pH for catalase
in potato」のような教育実験で見られる気泡発生も、H₂O₂分解に伴う酸素発生を観察しているもの
です。[2]

植物以外でも、カタラーゼは昆虫、哺乳類、微生物に広く見られます。ミツバチを用いた研究で
は、銅、鉛、カドミウムといった金属曝露がレドックス状態、スーパーオキシドジスムターゼ、カ
タラーゼに影響することが評価されており、カタラーゼが生体の酸化ストレス指標として使われる
ことを示しています。蚊の越冬雌でもカタラーゼ活性が調べられており、低温や休眠状態に関わる
酸化ストレス管理の文脈で研究されています。[3]

工程用途での役割：過酸化水素を使った「後」に効く

カタラーゼの実務価値は、過酸化水素の使用を否定することではありません。過酸化水素は、酸化
剤、漂白剤、殺菌剤として工程内で有効です。問題は、役割を終えた後にも残るH₂O₂が、次工程の
反応や品質に干渉することです。カタラーゼは、処理後の残留過酸化水素を短時間で低減するため
の後処理酵素として位置づけられます。
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Figure 2. 잔류 과산화수소는 의도된 공정 단계가 끝난 뒤에도 활성을 유지해
후속 소재, 효소, 미생물 또는 방류수 생태계에 영향을 줄 수 있다.

食品・飲料では、包装材処理、乳製品、卵製品、飲料原料などで過酸化水素が使われる場合があり
ます。残留H₂O₂は、風味、色調、脂質酸化、発酵微生物へのストレスに関わります。Enzymes.bio
のCatalaseカテゴリでは、食品・飲料加工、繊維加工、排水処理などで過酸化水素を分解する用途
が示されています。ここでのカタラーゼは、製品に風味や栄養機能を付与する添加物というより、
工程中の酸化剤残留を管理する酵素として扱うのが適切です。

発酵工程でも、H₂O₂は微生物の生育や代謝を阻害する可能性があります。酵母、乳酸菌、酢酸菌な
どを利用する工程では、発酵開始前または下流処理前に酸化剤を低減することで、微生物や酵素反
応への不要な酸化ストレスを抑えやすくなります。グルコースオキシダーゼなどH₂O₂を副生成物と
して発生させる酸化酵素と組み合わせる場合、カタラーゼは副生成物管理の役割を担います。[4]

繊維加工では、漂白後の過酸化水素が染料を酸化し、染色ムラや色再現性の低下につながる場合が
あります。カタラーゼは、漂白後に残ったH₂O₂を分解する「peroxide killer」として理解され、すす
ぎ負荷や還元剤依存を下げる工程設計に使われます。Enzymes.bioでも、Catalaseは繊維加工にお
ける残留過酸化水素分解用途として掲載されています。

排水・環境用途では、過酸化水素が後段の生物処理や放流管理に影響することがあります。カタラ
ーゼによる分解では酸素が発生するため、開放系・閉鎖系、泡立ちやガス抜き、撹拌状態などの工
程条件が実際の運用に関わります。土壌や環境研究では、カタラーゼ活性は微生物活動や酸化還元
状態を反映する指標として扱われることもあり、茶園土壌へのバイオ炭施用研究でも土壌酵素活性
の一つとして評価されています。[5]
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Figure 3. 카탈라아제의 산업적 활용은 식품 및 원료 가공, 포도당 산화효소
시스템, 섬유, 폐수 처리, 바이오공정 작업에서 과산화물 제어에 중점을 둔다.

用途別に見たCatalaseの実務的意味

用途領域 過酸化水素が問題にな
る場面

Catalaseの役割 工程上の意味

食品・飲料加工 殺菌・酸化処理後の
H₂O₂残留

H₂O₂を水と酸素へ分
解

風味、色調、発酵適性への酸化
影響を下げる

発酵・酵素反応 酸化酵素反応や前処理
由来のH₂O₂

副生成物H₂O₂の制御 微生物・酵素への酸化ストレス
を低減

繊維加工 過酸化水素漂白後の残
留

染色前のH₂O₂分解 染色ムラ、還元剤使用、すすぎ負
荷の低減に寄与

排水処理 工業排水中の酸化剤残
留

後段処理前のH₂O₂低
減

生物処理や排水管理への干渉を
抑える

分析・バイオセン
サー研究

酸化酵素反応でH₂O₂が
関与

カスケード内のH₂O₂
応答制御

グルコース検出などの研究系で利
用される

上表の共通点は、カタラーゼが「主反応を行う酵素」ではなく、「過酸化水素を制御する酵素」とし
て働く場面が多いことです。例えば、グルコースオキシダーゼが酸素を消費しながらグルコースを
酸化する系ではH₂O₂が生成します。多孔性磁性キトサンマイクロスフェアにグルコースオキシダー
ゼとカタラーゼを共固定化した研究では、グルコン酸ナトリウム生産を目的とした酵素カスケード
として両酵素が組み合わされています。[4]
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カスケード反応では、ある酵素が生む中間体や副生成物を、次の酵素がすぐに処理できる配置が重
要になります。酵素近接性がカスケード反応を加速し得るかを扱った研究では、酵素同士の空間配
置や拡散距離が反応全体に影響する可能性が検討されています。GOx–Catalase系のような設計で
は、H₂O₂の局所蓄積を避けることが、酵素安定性や反応効率の観点から意味を持ちます。[6]

Catalase in vitroと固定化技術：研究から工程安定化へ

Catalase in vitroの研究では、遊離酵素としてのH₂O₂分解だけでなく、固定化、カプセル化、電極
化、ナノ材料との組み合わせが検討されています。シリカゾルゲル材料にシトクロムcとカタラーゼ
を封入する研究では、酵素を無機マトリックス内に保持する条件が検討されており、酵素活性を保
持しながら外部環境から保護するアプローチの一例です。[7]

近年は、硬いシェルと柔らかいコアを組み合わせることで、酵素活性を高めつつ外部擾乱への耐性
を改善する設計も報告されています。こうした研究は、カタラーゼそのものの販売仕様を示すもの
ではありませんが、酵素が温度、pH、酸化剤、界面、機械的せん断などの環境要因に影響されるこ
と、そして固定化や保護構造が工学的課題として扱われていることを示します。[8]

カタラーゼを電極と組み合わせた研究もあります。Activation-based catalase enzyme electrodeに
関する報告では、グルコース測定への利用が検討されており、カタラーゼがH₂O₂応答を扱うバイオ
センサー設計にも使われることが示されています。これは工業用残留H₂O₂分解とは目的が異なりま
すが、カタラーゼ反応が分析系でも利用可能なほど明確な酸化還元応答を持つことを示す例です。
[9]

Figure 4. 포도당 산화효소 시스템에서 카탈라아제는 포도당 전환 과정에서
생성되는 과산화수소를 분해하여 과산화수소를 제거하는 역할을 한다.
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Catalaseとナノザイム：天然酵素の代替ではなく、H₂O₂制御価値を示す研
究領域

天然カタラーゼとは別に、カタラーゼ様活性を持つnanozyme研究も進んでいます。グリコール酸オ
キシダーゼ反応ではH₂O₂副生成物が問題となり、カタラーゼ模倣ナノザイムのカスケードでH₂O₂を
処理して反応性を高める設計が報告されています。この研究は、H₂O₂副生成物をその場で分解する
ことが、酸化酵素反応の効率や安定性に関わることを示しています。[10]

ただし、ナノザイム研究をそのまま食品・繊維用Catalase製品の性能根拠として扱うべきではあり
ません。ナノ材料は反応機構、規制、残留性、用途適合性が天然酵素とは異なります。B2B工程で
天然カタラーゼを選ぶ理由は、確立されたH₂O₂分解反応を、水と酸素を主生成物とする酵素反応と
して利用できる点にあります。ナノザイム研究は、過酸化水素制御そのものが複数分野で重要課題
であることを示す周辺的根拠として位置づけるのが適切です。[10]

微生物学でのCatalase：catalase positive、E. coli catalase testの意味

catalase test、catalase positive、e coli catalase test、catalase and coagulase test、catalase
test中文といった検索語は、主に微生物同定の文脈で使われます。カタラーゼ陽性菌は、過酸化水
素に対してカタラーゼ反応を示し、酸素発生を伴う反応が観察されます。これは、細菌が酸化スト
レスにどう対処するかを反映する性質であり、食品・環境・臨床微生物学で分類情報の一部として
利用されます。[1]

ただし、微生物同定でのカタラーゼ反応と、Enzymes.bioが供給するCatalaseの工程用途は別物で
す。前者は微生物が持つ内在性酵素活性を調べる文脈であり、後者は外部から酵素を工程に加えて
残留H₂O₂を分解する文脈です。本稿では試験手順や判定法には立ち入りませんが、どちらの文脈で
も中心にある化学反応は同じで、過酸化水素が水と酸素へ分解されることです。

pH、温度、基材の影響：酵素反応として扱う必要がある

カタラーゼは酵素であるため、化学還元剤のように単純な添加量だけで挙動が決まるわけではあり
ません。pH、温度、過酸化水素濃度、処理時間、撹拌、基材中の塩、金属、界面活性剤、ポリフェ
ノール、タンパク質、粘度などが反応速度と安定性に影響します。植物や土壌の研究でも、カタラ
ーゼ活性は環境条件やストレス状態に応答して変化する酵素指標として扱われています。[11]
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Figure 5. 카탈라아제는 과산화수소를 물과 산소로 특이적으로 전환한다는
점에서 단순 방치, 희석, 열처리, 화학적 중화와 다르다.

「optimum pH for catalase in potato」のような検索で得られる教育実験の結果は、ジャガイモ抽
出液、過酸化水素濃度、緩衝条件、温度、観察方法に依存します。したがって、ジャガイモや食品
素材で得た見かけの最適pHを、工業用Catalase製品や繊維・排水工程へそのまま当てはめるのは適
切ではありません。工程用途では、対象液のpHや温度だけでなく、過酸化水素を使った前工程の残
留成分が酵素に及ぼす影響も考慮されます。[2]

高濃度の酸化剤に長時間さらされる条件では、カタラーゼ自体も失活し得ます。これは、カタラー
ゼがH₂O₂を分解する酵素であっても、無制限に酸化ストレスへ耐える材料ではないためです。光、
浸透圧、化学ストレス条件下でカタラーゼの光不活性化や光化学系II阻害が早期症状として観察され
た研究は、カタラーゼ活性が環境ストレスに敏感な生化学的指標であることを示しています。[12]

食品・発酵でのCatalase：catalase in foodを工程目線で見る

食品分野でのcatalase in foodは、二つの意味を持ちます。一つは食品素材に元々含まれる内在性カ
タラーゼ、もう一つは加工助剤として外部から用いるカタラーゼです。前者は野菜、果実、肉、
乳、卵などの生体組織由来酵素として存在し得ますが、加熱、pH、加工条件で変化します。後者
は、過酸化水素処理後に残留酸化剤を分解するための工程酵素です。[1]

食品・飲料加工で過酸化水素を使用する場合、処理後にH₂O₂が残ると、脂質酸化、色素分解、香気
成分の酸化、微生物スターターへの阻害が起こり得ます。カタラーゼの目的は、過酸化水素処理そ
のものを代替することではなく、処理後に残るH₂O₂を水と酸素へ変換し、次工程への持ち越しを抑
えることです。Enzymes.bioのCatalaseカテゴリも、食品・飲料、繊維、排水などでの過酸化水素
分解用途に焦点を当てています。
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Figure 6. 카탈라아제 시험과 산업 공정 흐름에서 보이는 기포는 과산화수소
분해 중 방출된 산소를 나타낸다.

グルコン酸やグルコン酸塩の製造のように、グルコースオキシダーゼを利用する酸化反応では、
H₂O₂の生成が反応設計上の課題になります。GOxとカタラーゼを共固定化した研究では、カタラー
ゼがH₂O₂を処理することで反応系を安定化させ、酸化酵素反応と副生成物処理を一体化する考え方
が示されています。食品・発酵工程でも、この「主反応酵素＋H₂O₂処理酵素」という組み合わせは
重要な設計思想です。[4]

繊維加工でのCatalase：漂白後のH₂O₂を染色前に下げる

繊維の過酸化水素漂白は、白度を高めるために広く使われます。しかし、漂白後にH₂O₂が繊維や浴
中に残ると、後続の染色で染料を酸化し、色差、ムラ、再現性低下を引き起こすことがあります。
カタラーゼはこの残留過酸化水素を分解することで、染色前の浴条件を整える役割を果たします。
Enzymes.bioでは、Catalaseが繊維加工での残留過酸化水素除去用途に用いられる酵素として案内
されています。

この用途での利点は、単に「H₂O₂が減る」ことに留まりません。過剰なすすぎ、還元剤の使用、排
水中の化学残留を抑えやすくなり、染色工程への移行を短縮できる可能性があります。一方で、実
際の効果は繊維種、漂白条件、浴比、pH、温度、染料系、設備構造に左右されます。したがって、
カタラーゼは万能な染色改善剤ではなく、漂白後の酸化剤残留を酵素的に制御するための工程助剤
と捉えるべきです。
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排水・環境分野でのCatalase：酸化剤残留と生物処理の間をつなぐ

過酸化水素は環境負荷の低い酸化剤として扱われることがありますが、排水中に残留したH₂O₂は後
段の生物処理、微生物群集、酸化還元バランスに影響します。カタラーゼを用いると、H₂O₂を水と
酸素へ分解できるため、酸化剤残留を下げた状態で後段処理へ送る設計が可能になります。土壌微
生物群集や代謝プロファイルを扱う研究でも、土壌環境の変化に伴う酵素活性や微生物構成の変動
が評価されており、酵素活性は環境状態を読む重要な指標になっています。[13]

農業土壌や茶園土壌の研究では、カタラーゼ活性を含む土壌酵素活性が、有機物、微生物活性、改
良資材の影響を反映する項目として測定されています。バイオ炭施用が茶園土壌酵素活性に及ぼす
影響を扱った研究では、土壌中の酵素活性変化が土壌機能の評価に使われています。これは、工業
排水処理で外部添加するカタラーゼとは別の文脈ですが、H₂O₂分解に関わる酵素活性が環境システ
ムの酸化還元状態と密接に関係することを示します。[5]

Figure 7. 카탈라아제의 활성과 내구성은 접촉 조건, 효소가 자유 상태인지
고정화된 상태인지 등 주변 공정 환경에 따라 달라진다.

Enzymes.bioのCatalase：1 kg単位でオンライン購入できる供給製品

Enzymes.bioは、酵素製品をオンラインで供給するサプライヤーであり、製造業者・研究所として
の立場ではありません。Catalaseは、過酸化水素分解を目的とする食品・飲料、繊維、発酵、排水
関連用途向けの酵素製品として掲載されています。製品は1 kg単位でオンライン直接購入でき、CoA
およびSDSは注文時に併せて提供されます。
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ここで扱うCatalaseは、研究用カタログで検索されるcatalase sigmaのような試薬比較とは目的が
異なります。研究試薬では分析、教育、in vitro実験での再現性が中心になりますが、工程用途では
残留過酸化水素をどの段階で下げるか、処理対象のpH・温度・基材とどう整合させるかが重要にな
ります。Enzymes.bioの文脈では、カタラーゼは残留H₂O₂を水と酸素へ変換するためのプロセス酵
素として理解するのが最も明確です。

まとめ：Catalaseは過酸化水素工程の「出口」を安定化する酵素

Catalaseは、過酸化水素を水と酸素へ分解する酵素であり、食品・飲料、発酵、繊維漂白、排水処
理などで残留H₂O₂を低減する目的に適しています。過酸化水素の酸化力は殺菌や漂白には有用です
が、処理後に残ると品質、微生物、染色、後段処理へ干渉します。カタラーゼは、その出口リスク
を酵素反応で下げるための実用的な選択肢です。

科学的には、カタラーゼは植物、動物、微生物に広く存在する抗酸化酵素であり、H₂O₂代謝と酸化
ストレス制御の中心的な因子として研究されています。工業的には、その確立された反応を利用
し、過酸化水素処理後の残留酸化剤を水と酸素へ変換します。Enzymes.bioのCatalaseは、1 kg単
位でオンライン購入でき、注文時にCoAとSDSが提供される、残留過酸化水素分解向けの酵素製品
です。[1]

Catalaseをオンライン注文
1 kg単位で販売、在庫あり・即出荷可能です。オンラインストアで直接ご注文・決済いただけれ
ば、当社でご注文を処理します。すべてのご注文に試験成績書（CoA）と安全データシート
（SDS）が付属します。

Catalaseを購入 →
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Enzymes.bioへお問い合わせ
ご注文に関するご質問は、当社チームが喜んでサポートします。

メール wholesale@enzymes.bio 電話（米国） +1 (507) 428-6057 お問い合わせ →

400+ B2B顧客 60+ 大学研究パートナー 54 世界各国に供給

enzymes.bio  ·  Enzymes.bio Research Team Page 12 of 13

https://www.semanticscholar.org/paper/da9eee9fa9ecf1539400fcaae6afa70dd2cc6403
https://www.semanticscholar.org/paper/da9eee9fa9ecf1539400fcaae6afa70dd2cc6403
https://www.semanticscholar.org/paper/da9eee9fa9ecf1539400fcaae6afa70dd2cc6403
https://www.semanticscholar.org/paper/79e071840279d087b9082b2579d2571823df1236
https://www.semanticscholar.org/paper/79e071840279d087b9082b2579d2571823df1236
https://www.semanticscholar.org/paper/7ccaec58015be06adb3690790aeecf21e6870dfd
https://www.semanticscholar.org/paper/7ccaec58015be06adb3690790aeecf21e6870dfd
https://www.semanticscholar.org/paper/76a33cd3ed28094e6745d2aeb2f546a9210a5a6a
https://www.semanticscholar.org/paper/76a33cd3ed28094e6745d2aeb2f546a9210a5a6a
https://www.semanticscholar.org/paper/f004ed1faa601eb567912026d2b4417344351e90
https://www.semanticscholar.org/paper/f004ed1faa601eb567912026d2b4417344351e90
https://www.semanticscholar.org/paper/0e00e15df3a3e126adfc394781fb3e07e650749f
https://www.semanticscholar.org/paper/0e00e15df3a3e126adfc394781fb3e07e650749f
https://www.semanticscholar.org/paper/8e12170eb9947591156f6596c75d02cc1aca31ea
https://www.semanticscholar.org/paper/8e12170eb9947591156f6596c75d02cc1aca31ea
https://www.semanticscholar.org/paper/fe4c15a604b66925d7ca8a7e178b6533b0532e3e
https://www.semanticscholar.org/paper/fe4c15a604b66925d7ca8a7e178b6533b0532e3e
https://www.semanticscholar.org/paper/c4bdd76fb883dd2dfd5e128532a3221db47b8e29
https://www.semanticscholar.org/paper/c4bdd76fb883dd2dfd5e128532a3221db47b8e29
https://www.semanticscholar.org/paper/519320ebb330b709ea201f1456a94335b36251a1
https://www.semanticscholar.org/paper/519320ebb330b709ea201f1456a94335b36251a1
https://www.semanticscholar.org/paper/519320ebb330b709ea201f1456a94335b36251a1
https://www.semanticscholar.org/paper/3d699eff5a3a2dcc90157320c4ca178fa7f6c1bb
https://www.semanticscholar.org/paper/3d699eff5a3a2dcc90157320c4ca178fa7f6c1bb
mailto:wholesale@enzymes.bio
tel:+15074286057
https://enzymes.bio/contact/
https://enzymes.bio/b2b-enzyme-clients/
https://enzymes.bio/university-research-partners/
https://enzymes.bio/global-clients/


© 2026 Enzymes.bio · 産業用・食品加工用酵素の供給 · 人の摂取用または小売販売用ではありません。

enzymes.bio  ·  Enzymes.bio Research Team Page 13 of 13


